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保育のねらい 
・ミニ発表会に向けての取り組みを通し、全身を使いながら表現する楽しさを味わう。 

保育の振り返り 
絵本の読み聞かせの時間によく読んでいた、「だるまさん」シリーズの絵本。子ども達が大好きな１冊で、声に出
して一緒に読むほどでした。そこから“子ども達が楽しめるもの“を第一に考え、だるまさんの真似っこ遊びをする
ことにしました。だるまさんの絵をペープサートにして子ども達に分かりやすくしたり、保育者も一緒に体を動かし
たりしました。子ども達に慣れ親しんでいた絵本だからこそ、戸惑いもなく真似をしながら楽しむ様子が見られま
した。転がったり横に揺れたりするいきいきとした子ども達の姿を見て、今後も体を使った表現遊び(リトミックや
体操など)を楽しんでいけたらなと思いました。(豊かな感性と表現) 

だるまさんが…どてっ だるまさんが…びろーん はーいっ！ 


